
１学期始業式講話 

 

 おはようございます。 

 春休みもあっという間に終わり、令和５年度の新学期を迎えました。春休み当初は野球Ｗ

ＢＣなどを見てましたが、いつのまにか４月を迎え、時間の速さを感じました。皆さんには

１冊でもいいから本を読んでいただきたいと言いましたが、いかがだったでしょうか。 

 新学期を迎え、今年もいつも言っている３つのことを心にとどめていただきたいと思い

ます。 

 第１は授業を大切にしてほしいと思います。授業は学校生活の原点であり、全てが集約さ

れているということです。 

 ２つ目は、他者を大切にしてほしいと思います。昨年はネット上、ＳＮＳのトラブルで他

人のアカウントをのっとったりした事例がありました。自分がされて嫌なことをどうして

他人にするんだと怒ったこともありました。友達あっての学校生活です。 

 ３つ目は、「失敗」をたくさんしてほしいということです。「探究」は失敗あってのもので

す。失敗があるからこそ前に進むことができるわけで、失敗をして挑戦し続けてください。 

 以上の３つを頭に入れながら、これから学校生活をおくっていただきたいと思います。 

 

 さて、校長講話として皆さんに伝えたいことは、自分の弱さに向き合ってほしいというこ

とです。日頃調子の良い時、悪い時があろうかと思います。それぞれの表情があります。朝、

歯を磨きながら自分の顔を見た時に、顔に表われるでしょう。私自身鏡を見るたびに年齢を

重ねていくのがわかりますし、皺も増えていくのがわかりますが、毎日違う顔をしています。 

 なかなか自分の調子の悪い時に鏡を見ることが少なく、時には見たくない時もあります。 

 そうした中で、自分の弱さに向き合って克服している人物を紹介したいと思います。まず

一人は、プロ野球選手・監督であった巨人軍の長嶋茂雄選手です。もう９０歳近くなったお

じいさんですが、若い時は素晴らしいプレーヤーでした。首位打者に６回なり、シーズンを

通して３割以上打ち、オールスターや日本シリーズでも３割以上打った強打者で、今の大谷

選手以上の人気を誇りました。その後監督となり、２００４年のアテネオリンピックの監督

にもなりました。ところが、この時に脳梗塞で倒れてしまいます。言語を発することが麻痺

してろれつのまわらない、滑舌が悪くなり、右手や片足が不自由となり、杖をついで歩くよ

うになりました。 

 かつての大スターですから、人前に出るのも避けがちですが、長嶋選手はそうした姿をさ

らけ出し、生身の姿を見せ続けています。懸命にリハビリをして少しでも多くの人たちに接

して、自分の生きざまを見せている姿は、同情や憐みよりも感動を呼びます。応援したくな

ります。前任校でも部活動の選手たちに応援される選手になりなさいと伝えてきましたが、

こうした方にはエールを送るとともに勇気をもらっているような気がします。 

 もう一人は歌手の西城秀樹さんで、ワイルドでダイナミックな歌い手で多くのファンに



囲まれていました。黄色い声援が送られ、飛ぶ鳥を落とすような勢いがありましたが、４０

歳を過ぎてやはり脳梗塞に倒れました。 

 やはり滑舌の悪い話し方で、何よりも生命体の歌すらも満足にいけない状況下で絶望感

に襲われたそうです。ちょうどその頃に子どもたちが生まれ、子どもたちのためにも生きぬ

かなくてはと、懸命に前を向いてリハビリに取り組みました。 

 子どもたちは３人おりますが、物心ついてから父親は杖をついて足をひきずる姿しか見

ていません。それでも若い頃の父親の映像を見るにつけ、音楽に目覚め父親を尊敬するよう

になりました。残念ながら５年前に亡くなりましたが、死ぬまで歌い続け、自らの姿を多く

のファンに見てもらい、その目に焼きつけました。 

 この２人に共通することは、自分の弱さ、見せたくない姿を人前に出して、共に生きてい

ることです。そこには同情や憐みは消え、その頑張りに思わずエールを送りたくなるような

感情が生まれてきます。 

 皆さんにとって、自分の弱さに向き合った時にどうしても逃げてしまいがちだと思いま

すが、この２人のように逃げずに前に進んでほしいと思います。そのたくましさを是非本年

度は身につけてほしいですし、求めていきたいと思います。 

 以上で講話を終わりたいと思います。          （令和５年４月６日、始業式） 


